
時
空
間
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
と
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
 
 

南
関
東
に
お
け
る
人
口
分
布
の
変
化
 
 
 

1
 
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
普
及
 
 
 

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
G
－
S
‥
G
e
O
g
r
a
p
h
i
n
a
〓
已
O
r
ヨ
a
t
i
O
コ
S
y
s
t
e
m
）
と
呼
ば
れ
る
、
地
図
デ
ー
タ
と
地
 
 

図
上
の
地
物
が
有
す
る
属
性
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
管
理
し
、
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
が
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
普
及
し
っ
つ
あ
る
。
そ
の
 
 

領
域
は
、
行
政
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
実
務
分
野
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
及
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
九
一
年
 
 

に
設
立
さ
れ
た
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
の
会
員
構
成
を
見
る
と
、
地
理
学
、
情
報
学
、
土
木
工
学
、
都
市
工
学
、
建
築
学
、
測
量
 
 

芋
、
農
学
、
林
学
、
環
境
学
な
ど
、
多
様
な
専
門
領
域
の
会
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
図
に
よ
る
表
現
手
段
が
空
間
デ
ー
タ
を
 
 

効
率
的
に
掟
示
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
人
文
的
分
野
に
お
い
て
も
同
様
で
 
 

あ
り
、
前
述
の
研
究
分
野
以
外
に
も
、
都
市
経
済
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
方
言
学
な
ど
の
分
野
で
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
 
 

き
て
い
る
。
 
 
 

M
a
c
k
－
G
．
H
．
a
コ
d
L
e
e
d
e
r
．
M
．
R
．
、
C
－
ぎ
a
t
訂
a
n
d
t
e
n
t
O
コ
i
n
c
O
コ
t
r
0
1
s
O
コ
a
ニ
u
く
i
a
T
f
a
コ
a
n
d
a
x
i
a
l
・
ぎ
ま
a
l
s
e
d
i
m
e
n
t
a
t
i
O
n
 
 
 

i
コ
t
h
e
P
】
i
？
P
－
e
i
s
t
O
n
e
コ
e
P
a
l
O
ヨ
a
S
h
a
】
f
g
r
a
b
e
n
一
S
O
u
t
h
e
r
n
R
i
O
G
r
a
コ
d
e
r
i
f
t
－
b
S
、
、
邑
亀
好
評
室
註
Q
知
罵
聖
べ
g
三
－
冨
芦
 
 
 

p
p
．
琵
†
宗
N
．
 
 

（
1
1
7
）
 
D
e
コ
n
y
－
∩
．
S
．
－
阜
へ
叫
㌣
 
 

谷
 
 
謙
 
二
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2
 
過
去
の
地
図
と
時
空
間
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
サ
イ
ト
や
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
地
図
デ
ー
タ
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
必
要
と
さ
れ
 
 

る
地
図
は
最
新
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
学
術
研
究
に
お
い
て
は
、
過
去
の
地
図
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
 
 
 

過
去
の
地
図
の
う
ち
（
こ
こ
で
は
、
近
代
以
降
の
測
盈
に
基
づ
く
地
図
に
限
定
す
る
）
、
紙
媒
体
で
発
行
さ
れ
た
地
図
を
そ
の
ま
ま
表
 
 

示
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
図
を
ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
み
、
取
り
込
ん
だ
画
像
を
つ
な
げ
て
表
示
す
る
ソ
フ
ト
を
利
用
で
き
る
。
筆
者
 
 

は
、
東
京
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
お
け
る
大
正
時
代
以
降
の
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
を
八
時
点
分
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
 
 

（
1
）
 
 

F
今
普
マ
ッ
プ
』
 
（
首
都
圏
轡
を
開
発
、
配
布
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
地
図
を
画
像
と
し
て
扱
う
ソ
フ
ト
は
、
過
去
の
 
 

地
域
の
状
況
を
知
る
の
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
統
計
情
報
な
ど
を
地
図
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

地
図
上
の
地
物
に
、
統
計
情
報
な
ど
の
属
性
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
た
め
に
は
、
地
表
の
地
物
を
点
・
線
・
面
の
各
形
状
の
オ
ブ
ジ
 
 

ェ
ク
ト
に
分
け
て
管
理
す
る
、
ベ
ク
タ
ー
型
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
ベ
ク
タ
ー
型
の
地
理
情
 
 

報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
時
間
次
元
を
取
り
扱
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
、
時
間
の
変
化
に
伴
っ
て
地
図
デ
ー
タ
を
修
正
 
 

し
た
と
し
て
も
、
修
正
の
過
程
は
記
録
さ
れ
ず
、
そ
の
結
果
だ
け
が
記
録
さ
れ
、
修
正
前
の
地
図
デ
ー
タ
と
修
正
後
の
地
図
デ
ー
タ
 
 

は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
地
図
デ
ー
タ
の
管
理
方
法
で
は
、
過
去
の
任
意
の
時
間
の
地
図
デ
 
 

ー
タ
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

そ
う
し
た
中
で
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
に
時
間
次
元
を
導
入
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
地
理
情
報
の
デ
ー
タ
の
記
述
方
法
を
 
 

定
め
た
地
理
情
報
標
準
に
お
い
て
も
、
時
間
を
記
述
す
る
た
め
の
要
素
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
時
間
情
報
を
扱
う
G
：
S
は
時
空
間
 
 

情
報
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
時
空
間
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
少
な
い
。
現
状
で
時
間
 
 

情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
ソ
フ
ト
と
し
て
は
、
埼
玉
大
学
工
学
部
の
大
沢
研
究
室
で
開
発
さ
れ
た
「
S
t
i
ヨ
S
」
や
筆
者
が
開
 
 

3
 
M
A
N
D
A
R
A
で
の
時
間
管
理
方
法
 
 

（
1
）
 
M
A
N
D
A
R
A
と
は
 
 
 

（
ツ
こ
 
 
 

こ
こ
で
は
、
筆
者
が
開
発
し
て
い
る
「
地
理
情
報
分
析
支
援
シ
ス
テ
ム
『
M
A
N
D
A
R
A
ヒ
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
の
地
図
デ
 
 

（
3
）
 
 

－
タ
お
よ
び
時
間
情
報
の
管
理
方
法
を
解
説
す
る
。
こ
の
ソ
フ
ト
は
W
i
n
d
O
W
S
パ
ソ
コ
ン
上
で
動
作
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
自
 
 

由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

M
A
N
D
A
R
A
で
の
デ
ー
タ
の
流
れ
は
図
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
地
図
デ
ー
タ
は
白
地
図
画
像
や
各
種
数
値
地
図
か
ら
デ
ー
 
 

タ
を
取
得
し
て
作
成
で
き
る
ほ
か
、
M
A
N
D
A
R
A
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
と
、
都
道
府
県
別
地
図
、
市
区
町
村
別
地
図
、
世
界
 
 

地
図
、
ア
メ
リ
カ
の
州
別
地
図
、
中
国
の
省
別
地
図
な
ど
い
く
つ
か
の
地
図
フ
ァ
イ
ル
が
付
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
付
属
地
図
デ
 
 

ー
タ
を
使
用
す
る
限
り
は
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で
地
図
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
時
間
情
報
を
含
む
既
存
の
地
図
デ
 
 

ー
タ
は
存
在
し
な
い
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
自
身
で
時
間
情
報
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
地
図
デ
ー
タ
の
加
工
・
修
正
は
図
 
 

1
中
の
「
マ
ッ
プ
エ
デ
ィ
タ
」
で
行
う
。
 
 
 

属
性
デ
ー
タ
は
エ
ク
セ
ル
等
の
表
計
算
ソ
フ
ト
上
で
作
成
す
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
統
計
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
 
 

た
り
、
統
計
醤
の
数
値
を
入
力
す
る
な
ど
し
て
お
く
。
さ
ら
に
そ
の
デ
ー
タ
を
M
A
N
D
A
R
A
に
読
み
込
め
る
よ
う
に
形
式
を
整
 
 

え
れ
ば
、
簡
単
に
地
図
デ
ー
タ
と
結
合
し
、
地
図
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

発
し
て
い
る
「
M
A
N
D
A
R
A
」
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
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 既成白地図データ集  紅白地図  インターネット  

統計昏  

フィールドワーク  

D 瘍宗群集久管楽市  

lきiii  

スキャナ  

既成数億地図データ   

・数値地図2500  

（空間データ基盤）  

・数個地図25000  

（行政界・海岸線）  

・数値地図25000  

（空間データ基盤）  

・数値地図200000  

（海岸線・行政界）  

・数値地図500万  

（総合）  

・数億地図  
50m・250m・1kmメッシュ  

・国土数個情報  
・シェープファイル  

・エキスポート形式ファイル  

白地図処理  

ラスター・ベクター  

変換  

表計許ソフト  

固定長テキスト   

→CSV変換   
プログラム  
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マップエディタ   

位相構造化  

クリップボード  

CSVファイル  
属性データ編集  

MANDARA用  

地図ファイル   図2 棄京都保谷市に関する地図データの設定  

（
2
）
 
行
政
界
デ
ー
タ
の
時
間
管
理
 
 

こ
こ
で
は
、
M
A
N
D
A
R
A
に
付
属
し
て
い
る
 
 

地
図
フ
ァ
イ
ル
の
う
ち
、
「
日
本
市
町
村
．
ヨ
p
f
」
を
 
 

例
に
時
間
情
報
の
設
定
方
法
を
確
認
す
る
。
こ
の
地
 
 

図
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
一
九
六
〇
年
以
降
（
埼
玉
、
千
 
 

葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
滋
賀
、
 
 

京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
の
各
都
府
県
に
つ
い
て
は
 
 

一
九
五
五
年
以
降
）
 
の
市
区
町
村
の
行
政
界
お
よ
び
 
 

海
岸
線
の
変
遷
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
お
り
、
 
 

当
該
期
間
で
任
意
の
時
期
の
地
図
を
表
示
す
る
こ
と
 
 

が
で
き
る
。
 
 
 

M
A
N
D
A
搾
A
の
「
マ
ッ
プ
エ
デ
ィ
タ
」
を
起
 
 

動
し
、
「
日
本
市
町
村
．
m
p
f
」
を
開
く
と
、
全
国
の
 
 

市
区
町
村
が
表
示
さ
れ
る
。
図
2
は
東
京
都
西
東
京
 
 

市
付
近
を
拡
大
し
、
「
東
京
都
保
谷
市
」
オ
ブ
ジ
ェ
 
 

ク
ト
を
選
択
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
 
 

に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
名
」
が
付
け
ら
れ
 
 

て
お
り
、
こ
れ
が
表
計
算
ソ
フ
ト
の
統
計
デ
ー
タ
と
 
 

結
合
す
る
際
の
キ
ー
と
な
る
。
図
2
で
は
オ
ブ
ジ
ェ
 
 

設定画面  

設定・各種分析   

データ保存   

出力画面  

図形追加・  

距離測定 等   

html，Png，   

bmp，eml  

ファイル出力  

MANDARA  

での操作  

L●＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿．．●．．＿＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿J  

図1MANDARAでのデータの流れ  
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ク
ト
名
の
有
効
期
間
を
設
定
す
る
画
面
が
出
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
「
東
京
都
保
谷
町
」
は
一
九
六
」
ハ
年
十
二
月
三
十
一
日
で
終
了
し
、
 
 

翌
日
か
ら
二
〇
〇
一
竺
月
二
十
日
ま
で
は
「
東
京
都
保
谷
市
」
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
設
定
に
よ
り
「
東
京
 
 

都
保
谷
町
」
と
「
東
京
都
保
谷
市
」
は
名
称
・
時
期
は
異
な
る
も
の
の
、
同
一
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
認
識
さ
れ
る
。
な
お
オ
ブ
ジ
ェ
 
 

ク
ト
名
に
は
同
時
に
二
種
類
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
日
本
市
町
村
．
ヨ
p
f
」
で
は
市
区
町
村
名
と
五
桁
の
行
政
コ
ー
ド
が
設
定
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 
 

保
谷
市
は
隣
接
す
る
田
無
市
と
二
〇
〇
1
年
一
月
二
十
一
日
に
合
併
し
、
「
東
京
都
西
東
京
市
」
が
新
設
さ
れ
た
。
保
谷
市
・
田
 
 

無
市
と
西
東
京
市
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
間
に
は
継
承
設
定
が
な
さ
れ
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
後
関
係
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
継
承
設
定
 
 

を
行
う
理
由
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
区
町
村
ご
と
の
統
計
デ
ー
タ
で
は
、
．
時
期
が
違
う
と
合
併
な
ど
で
集
計
単
 
 

位
が
変
化
し
て
し
ま
い
、
市
区
町
村
ご
と
の
増
加
数
・
増
加
率
な
ど
を
単
純
に
は
集
計
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。
 
 

そ
う
し
た
場
合
、
従
来
で
あ
れ
ば
合
併
の
状
況
を
調
べ
、
そ
れ
に
応
じ
て
デ
ー
タ
を
再
集
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
 
 

近
年
で
は
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
、
市
区
町
村
の
変
化
が
激
し
く
、
現
在
の
市
区
町
村
と
過
去
の
市
区
町
村
を
対
応
 
 

さ
せ
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
地
図
デ
ー
タ
上
で
継
承
設
定
を
行
う
こ
と
で
、
こ
の
作
業
が
ソ
フ
ト
上
で
自
動
化
さ
れ
、
 
 

時
間
的
変
化
を
容
易
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

と
は
別
に
明
治
－
昭
和
初
期
の
統
計
デ
ー
タ
を
W
e
b
G
I
S
で
表
示
す
る
歴
史
統
計
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
G
i
S
も
公
開
し
て
お
り
、
デ
 
 

（
5
）
 
 

－
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
が
あ
る
も
の
の
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
由
に
近
代
期
の
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
シ
ス
 
 

テ
ム
お
よ
び
デ
ー
タ
は
開
発
・
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

M
A
N
D
A
R
A
上
で
利
用
で
き
る
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
地
図
デ
ー
タ
の
作
成
手
順
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
 
 

行
政
界
・
海
岸
線
の
ペ
ー
ス
と
な
る
地
図
と
し
て
、
昭
和
初
期
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
利
用
し
た
。
対
象
と
し
た
範
囲
は
、
東
京
 
 

都
（
島
映
部
を
除
く
）
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
一
都
（
府
）
三
県
で
あ
り
、
こ
の
範
囲
に
か
か
る
五
万
分
の
一
地
形
図
は
 
 

約
五
〇
枚
で
あ
る
。
 
 
 

当
時
の
地
形
図
は
白
黒
二
色
刷
の
た
め
、
行
政
界
と
道
路
・
等
高
線
等
を
見
分
け
る
の
が
難
し
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
 
 

め
、
ま
ず
わ
か
り
や
す
い
よ
う
地
図
上
に
行
政
界
を
赤
く
な
ぞ
っ
て
か
ら
縮
小
コ
ピ
ー
し
て
お
く
。
次
に
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
 
 

ー
に
縮
小
コ
ピ
ー
し
た
地
形
図
か
ら
行
政
界
お
よ
び
海
岸
線
、
役
場
所
在
地
を
写
し
取
る
。
同
時
に
別
の
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
 
 

に
鉄
道
と
路
面
電
車
の
路
線
も
写
し
取
る
。
さ
ら
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
っ
て
画
像
フ
ァ
イ
ル
と
し
、
 
 

M
A
N
D
A
搾
A
の
白
地
図
処
理
機
能
（
図
1
）
を
使
っ
て
ベ
ク
タ
ー
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
保
存
す
る
。
そ
し
て
変
換
し
た
個
々
の
園
 
 

部
の
フ
ァ
イ
ル
を
M
A
N
D
A
R
A
上
で
結
合
し
て
い
き
、
一
都
（
府
〓
二
県
の
一
つ
の
地
図
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
。
 
 
 

こ
う
し
て
昭
和
初
期
の
地
図
デ
ー
タ
が
完
成
す
る
が
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
か
ら
五
五
年
ま
で
の
間
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
こ
 
 

の
間
の
市
町
村
の
合
併
、
鉄
道
の
延
伸
、
海
岸
の
埋
め
立
て
な
ど
の
時
間
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
い
く
。
 
 
 

こ
の
期
間
は
明
治
の
大
合
併
と
昭
和
の
大
合
併
の
間
な
の
で
、
合
併
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
一
九
三
二
年
 
 

の
東
京
市
と
周
辺
五
郡
の
合
併
、
一
九
二
七
年
と
三
九
年
の
二
度
に
わ
た
っ
た
横
浜
市
の
合
併
な
ど
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
大
規
模
 
 

な
合
併
が
あ
っ
た
。
他
に
も
川
崎
市
、
浦
和
市
、
大
宮
市
、
川
口
市
、
船
橋
市
、
市
川
市
、
千
葉
市
、
相
模
原
市
な
ど
で
合
併
に
よ
 
 

T
ヱ
 
り
市
域
が
顔
著
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
町
村
合
併
に
関
し
て
は
、
総
理
府
統
計
局
に
よ
る
資
料
や
地
名
辞
典
等
を
参
考
に
 
 

デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
 
 

4
 
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
地
図
デ
ー
タ
の
整
備
 
 

こ
の
よ
う
な
時
間
管
理
が
可
能
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
冨
A
N
D
A
R
A
を
利
用
し
て
、
昭
和
の
大
合
併
以
前
の
、
大
正
 
 

期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
行
政
界
・
海
岸
線
お
よ
び
鉄
道
の
地
図
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
こ
の
時
期
の
地
図
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
 
T
ユ
 
 

現
在
の
国
勢
調
査
町
丁
界
デ
ー
タ
を
使
っ
て
復
元
し
た
村
山
の
も
の
が
あ
り
、
w
e
b
G
I
S
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
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図41920年から50年の間に合併などの変化があった領域   

海
岸
線
の
変
化
は
、
戦
後
に
比
べ
て
規
模
は
小
さ
い
 
 

も
の
の
、
東
京
か
ら
横
浜
市
に
か
け
て
の
海
岸
で
埋
め
 
 

立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。
埋
め
立
て
の
正
確
な
年
月
日
 
 

を
知
る
の
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
大
正
期
か
ら
昭
和
 
 

期
に
か
け
て
の
地
形
図
を
参
考
に
し
て
時
間
を
撃
疋
し
 
 

た
。
 
 
 

鉄
道
に
関
し
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
 
 

に
か
け
て
東
京
の
郊
外
私
鉄
が
急
速
に
路
線
網
を
拡
大
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
間
の
鉄
道
の
延
伸
状
況
に
つ
い
て
は
、
 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
百
科
事
典
で
あ
る
ウ
ィ
キ
ペ
デ
 
 

ィ
ァ
日
本
語
版
の
各
鉄
道
路
線
の
項
目
を
参
照
し
た
。
 
 

た
だ
し
路
面
電
車
に
つ
い
て
は
、
路
線
網
が
細
か
く
設
 
 

定
が
非
常
に
煩
雑
に
な
る
た
め
、
昭
和
初
期
の
地
形
図
 
 

の
状
態
の
ま
ま
、
時
間
デ
ー
タ
は
設
定
し
て
い
な
い
。
 
 

（
－
）
 
 
こ
う
し
て
作
成
し
た
地
図
デ
ー
タ
を
元
に
、
一
九
二
 
 

〇
年
と
五
〇
年
の
行
政
界
を
白
地
図
と
し
て
表
示
し
た
 
 

も
の
が
図
3
で
あ
り
、
そ
の
間
に
合
併
な
ど
で
行
政
領
 
 

域
の
変
更
が
あ
っ
た
範
囲
を
示
し
た
も
の
が
図
4
で
あ
 
 

る
。
こ
れ
ら
の
図
か
ら
、
南
関
東
で
は
三
〇
年
の
間
に
 
 

か
な
り
の
領
域
で
行
政
界
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
 
 

図31920年と50年の市区町村界（太線ほ都く府〉県界および市郡界）  
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1920年  表11930年代から40年代にかけての国勢調査・人口調査の特徴  

調窓の桂瀬  調査日   特記事項  

常住人l二lと別に現在人口が調査され、現在人口から一時  

1935年10月1日      現在者を除いて一次不在者を加算したものを常住人口と  
している。  

内地に現在する者で、現役軍人または応召中の在郷軍人  

1940年川月1日      でない者を「銃後人口」とし、軍人軍属等をその縁故世  

国勢調査  
滞の現在地の人「1に含めた人口を「全人「：l」としている。  

カスリン台風被災地は調査が延期され、補正された数値  
1947年10月1日      が確定人口とされている。  

常住人口と別に現在人口が調査され、現在人口から一時  

1950年10月1日      現在者を除いて一次不在者を加算したものを常住人口と  
している。   

常住人口ではなく現在人口が調査されている。1977年に  

1944年2月22日      総桝府統計局によって再集計された際、束京都部分では    調査時点の市区町村とは異なる時期のでさ  
市区町村区分  

れている。  

人口調査  
常住人口ではなく現在人口が調査されている。韓国・朝  

1945年11月1日      鮮、台湾国籍以外の外国人は調査対象となっていない。  

常住人口ではなく現在人口が調査されている。練周・朝  
1946年4月26日      鮮、台蒋国籍以外の外国人は朋査対象となっていない。   

1940年  

か
る
。
さ
ら
に
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
鉄
道
網
 
 

を
示
し
た
も
の
が
図
5
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
時
点
で
は
、
 
 

山
手
線
も
ま
だ
環
状
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
と
比
べ
る
 
 

と
か
な
り
密
度
が
低
い
。
し
か
し
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
 
 

代
に
か
け
て
東
京
西
郊
の
私
鉄
網
な
ど
が
急
速
に
建
設
さ
 
 

れ
、
四
〇
年
に
は
ほ
ぼ
現
在
に
近
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
戦
後
も
含
め
て
四
〇
年
代
に
は
新
規
の
鉄
道
建
設
 
 

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

5
 
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
 
 

人
口
デ
ー
タ
 
 

作
成
さ
れ
た
地
図
デ
ー
タ
上
に
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
 
 

か
け
て
の
人
口
デ
ー
タ
を
表
示
す
る
た
め
、
こ
の
間
の
人
 
 

口
デ
ー
タ
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
日
本
で
最
初
の
国
 
 

勢
調
査
は
一
九
二
〇
年
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
以
降
基
本
的
 
 

に
五
年
ご
と
の
十
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
四
五
年
は
 
 

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
七
年
に
臨
時
国
勢
調
査
が
行
 
 

わ
れ
た
。
国
勢
調
査
以
外
に
は
、
四
四
年
二
月
二
十
二
日
、
 
 

図51920年から50年にかけての鉄道網の変化  
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6
 
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
南
関
東
に
お
け
る
人
口
密
度
の
変
化
 
 

作
成
さ
れ
た
地
図
デ
ー
タ
に
一
九
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
人
口
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
時
期
ご
と
に
市
区
町
 
 

村
の
面
積
を
計
算
し
て
求
め
、
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
り
の
人
口
密
度
を
求
め
て
表
示
し
た
も
の
が
図
6
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
 
 

に
は
、
束
京
市
・
横
浜
市
で
の
人
口
密
度
が
一
方
人
を
超
え
て
い
る
が
、
平
野
部
の
人
口
密
度
は
お
お
む
ね
三
〇
〇
－
五
〇
〇
人
の
 
 

間
に
収
ま
っ
て
い
た
。
埼
玉
県
の
平
野
部
で
は
、
そ
う
し
た
農
村
地
域
の
中
に
人
口
密
度
が
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
町
が
一
定
の
間
隔
 
 

を
置
き
な
が
ら
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
〇
年
代
に
は
、
東
京
市
の
西
側
で
田
園
調
布
が
開
発
さ
れ
た
り
、
宅
地
化
目
的
 
 

の
耕
地
整
理
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
郊
外
化
が
急
速
に
進
展
し
た
。
三
〇
年
の
人
口
密
度
を
見
る
と
、
 
 

東
京
市
の
西
側
に
人
口
密
度
の
高
い
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
。
三
二
年
に
は
束
京
市
と
周
辺
五
郡
が
合
併
し
、
人
口
密
度
の
高
い
地
 
 

区
は
ほ
ぼ
東
京
市
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
〇
年
に
は
高
密
度
地
域
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
埼
玉
県
の
大
宮
か
ら
川
口
 
 

に
至
る
地
域
や
、
小
円
原
か
ら
逗
子
に
至
る
湘
南
地
域
、
千
葉
か
ら
市
川
に
至
る
地
域
な
ど
が
遵
統
的
に
人
口
密
度
一
〇
〇
〇
人
以
 
 

（
9
）
 
 

上
の
地
域
と
な
っ
た
。
 
 
 

戦
時
期
末
期
の
、
疎
開
に
よ
る
人
口
分
散
お
よ
び
空
襲
に
よ
る
破
壊
は
、
全
国
の
大
都
市
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
束
京
都
区
 
 

部
で
は
、
一
九
四
〇
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
人
口
は
六
七
八
万
人
か
ら
二
七
八
万
人
へ
と
四
〇
〇
万
人
も
減
少
し
、
四
五
年
の
東
 
 

京
都
区
部
の
人
口
密
度
は
大
部
分
で
一
万
人
を
下
回
っ
た
。
一
方
埼
玉
県
・
千
葉
県
で
は
同
期
間
に
八
二
万
人
の
人
口
増
加
を
示
し
、
 
 

（
出
）
 
 

四
五
年
十
一
月
一
日
、
四
六
年
四
月
二
十
六
日
に
資
源
調
査
法
に
基
づ
い
て
人
口
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
戦
時
期
か
ら
復
興
期
に
 
 

か
け
て
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る
常
住
人
口
と
は
異
な
る
人
口
分
類
が
行
わ
れ
て
お
り
（
表
1
）
、
使
用
 
 

す
る
際
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
終
戦
前
後
の
人
口
分
布
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

図61920年から50年にかけての人口密度の変化   
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7
一
九
四
〇
年
代
の
人
口
増
加
率
の
推
移
 
 
 

一
九
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
の
間
で
、
人
口
分
布
が
最
も
激
し
く
変
化
し
た
の
は
一
九
四
〇
年
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
凹
○
年
代
の
 
 

人
口
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
こ
の
間
の
人
口
増
加
率
の
変
化
を
検
討
す
る
。
図
7
は
、
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
一
〇
年
間
 
 

の
人
口
増
加
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
の
都
心
区
や
都
心
周
辺
区
、
横
浜
市
の
都
心
区
な
ど
で
は
、
戦
後
五
年
た
っ
て
も
四
 
 

〇
年
の
人
口
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
。
一
方
で
郊
外
で
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
増
加
し
て
い
る
地
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
特
に
主
 
 

要
鉄
道
沿
線
で
の
増
加
率
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

さ
ら
に
時
期
を
細
か
く
区
切
っ
て
四
〇
年
代
の
人
口
増
減
を
見
た
も
の
が
図
8
で
あ
る
。
四
〇
年
代
初
め
の
戦
時
期
に
は
、
束
京
 
 

の
都
心
区
で
は
疎
開
も
含
め
て
人
口
が
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
周
辺
で
は
増
加
を
示
し
、
さ
ら
に
外
縁
部
で
は
減
少
を
示
す
地
域
 
 

が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
従
来
の
市
街
地
の
外
縁
部
に
軍
需
工
場
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
 
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
四
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
、
束
京
、
川
崎
、
横
浜
、
千
葉
な
ど
主
要
都
市
が
空
襲
に
あ
い
、
そ
う
し
た
 
 

地
域
の
人
口
が
激
減
す
る
一
方
で
、
周
辺
部
で
は
山
間
部
も
含
め
て
人
口
が
激
増
し
た
。
し
か
し
四
五
年
か
ら
四
六
年
（
た
だ
し
調
 
 

査
期
間
は
約
半
年
し
か
離
れ
て
い
な
い
）
 
に
は
、
外
縁
部
で
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
疎
開
者
が
都
市
に
戻
り
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
 
 

か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
は
四
囲
－
四
五
年
に
か
け
て
減
少
し
て
い
る
地
域
だ
け
で
な
く
、
そ
の
 
 

周
辺
地
域
も
含
ま
れ
て
い
る
。
四
五
年
三
月
に
「
都
会
地
転
入
抑
制
緊
急
措
置
令
」
が
出
さ
れ
、
東
京
都
区
部
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
 
 

横
須
賀
市
で
は
転
入
に
際
し
て
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
転
入
で
き
な
い
者
が
周
辺
部
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
影
 
 

人
口
密
度
五
〇
〇
－
一
〇
〇
〇
人
の
地
域
が
広
範
に
拡
大
し
た
。
五
〇
年
に
は
再
び
都
区
部
の
人
口
が
増
加
し
、
人
口
密
度
は
一
万
 
 

人
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

図71940年から50年にかけての人口増加率  

（
1
0
）
 
 

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
千
葉
県
で
は
、
 
 

四
街
道
等
で
旧
日
本
軍
の
演
習
場
が
開
拓
さ
れ
る
な
 
 

ど
し
て
人
口
が
増
加
し
た
。
四
六
年
か
ら
四
七
年
に
 
 

か
け
て
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
り
自
然
増
 
 

加
が
大
き
く
な
り
、
全
体
的
に
増
加
し
て
い
る
。
埼
 
 

玉
県
東
部
で
減
少
し
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
四
七
 
 

年
の
臨
時
国
勢
調
査
の
直
前
に
襲
っ
た
カ
ス
リ
ン
台
 
 

風
に
よ
り
利
根
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
調
査
時
に
広
 
 

く
冠
水
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
四
七
年
か
ら
五
 
 

〇
年
に
か
け
て
は
、
再
び
外
縁
部
で
の
人
口
減
少
が
 
 

顕
著
と
な
り
、
大
都
市
に
近
い
地
域
で
人
口
が
増
加
 
 

し
て
い
る
。
特
に
埼
玉
県
で
は
、
高
崎
線
、
東
武
伊
 
 

勢
崎
線
、
東
武
東
上
線
な
ど
の
鉄
道
沿
線
で
増
加
し
 
 

て
い
る
。
こ
う
し
て
、
四
〇
年
代
を
通
し
て
人
口
が
 
 

増
加
し
て
い
た
地
域
は
、
東
京
・
横
浜
・
川
崎
に
隣
 
 

接
す
る
交
通
の
便
の
よ
い
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
 
 

と
が
わ
か
る
。
 
 

一
九
四
〇
年
代
の
軍
需
工
場
の
建
設
、
疎
開
、
戦
 
 

災
、
大
都
市
へ
の
人
口
復
帰
、
と
い
う
一
連
の
流
れ
 
 

は
、
結
果
と
し
て
束
京
周
辺
で
の
人
口
増
加
を
引
き
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本
論
で
は
、
時
間
情
報
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
M
A
N
D
A
搾
A
」
を
用
い
て
、
大
正
期
か
ら
昭
和
 
 

期
に
か
け
て
の
南
関
東
に
お
け
る
行
政
界
デ
ー
タ
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
、
さ
ら
に
作
成
し
た
地
図
デ
ー
タ
を
用
い
て
当
該
 
 

期
間
の
人
口
分
布
の
変
動
を
検
討
し
た
。
 
 
 

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、
最
新
の
情
報
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
時
間
情
報
を
も
つ
地
図
デ
ー
タ
は
一
般
に
流
通
し
 
 

て
い
な
い
。
し
か
し
本
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
手
作
業
で
は
困
難
だ
っ
た
広
範
囲
の
市
区
町
村
別
デ
ー
タ
を
地
図
化
し
た
り
、
集
計
 
 

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

起
こ
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
た
だ
単
に
束
京
周
辺
で
人
口
が
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
東
京
へ
の
通
勤
者
が
増
 
 

（
‖
）
 
 

加
し
た
点
で
あ
る
。
戦
時
期
に
は
、
家
族
手
当
な
ど
の
諸
手
当
と
並
ん
で
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
鉄
道
を
使
っ
た
 
 

通
勤
が
所
得
と
関
係
な
く
可
能
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
東
京
か
ら
疎
開
・
戦
災
に
よ
っ
て
周
辺
部
に
移
動
し
た
者
は
、
鉄
 
 

道
を
使
っ
て
束
京
に
通
勤
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
〇
年
代
後
半
に
は
、
周
辺
部
で
も
鉄
道
沿
線
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
 
 

（
1
2
）
 
 

れ
は
東
京
へ
の
通
勤
が
容
易
だ
っ
た
た
め
と
推
測
で
き
よ
う
。
五
五
年
の
東
京
都
区
部
へ
の
通
勤
率
の
分
布
は
、
四
〇
年
代
の
人
口
 
 

増
加
率
の
分
布
と
類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
大
都
市
圏
研
究
で
は
、
戦
前
の
都
市
化
と
戦
後
の
都
市
化
が
分
け
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
戦
時
期
か
ら
復
興
糊
に
か
け
 
 

て
の
四
〇
年
代
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
の
分
析
か
ら
、
四
〇
年
代
に
は
郊
外
で
の
顕
著
な
人
 
 

口
増
加
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
の
大
都
巾
圏
の
発
展
過
程
に
お
け
る
、
戦
時
期
か
ら
復
興
期
に
か
け
て
 
 

の
位
置
付
け
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 
 

1940－44年  19朝一45年   

お
わ
り
に
 
 

1947－50年  

図81940年代の人口増加地域の変化（淡い部分が人口増加地域）  
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明
治
期
以
降
の
市
町
村
別
の
統
計
は
か
な
り
の
量
が
存
在
す
る
が
、
地
図
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
に
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
ず
、
県
 
 

や
郡
単
位
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
狭
い
地
域
の
デ
ー
タ
し
か
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
時
間
 
 

情
報
を
含
む
地
図
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
 
 

う
8
 
 

（
8
）
 
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
調
査
が
行
わ
れ
た
目
的
は
、
一
九
四
四
年
に
つ
い
て
は
軍
需
生
産
・
食
料
配
給
等
の
計
画
立
案
の
た
め
、
四
五
年
は
 
 
 

戦
後
初
の
総
選
挙
の
議
員
定
数
を
決
定
す
る
た
め
、
四
六
年
は
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
指
令
に
基
づ
き
終
戦
後
の
人
口
の
状
況
を
明
ら
か
 
 
 

に
す
る
た
め
、
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
す
ぐ
に
は
公
開
さ
れ
ず
一
九
四
九
年
に
摘
要
が
報
告
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
 
 
 

七
七
年
に
市
区
町
村
ご
と
の
詳
細
な
結
果
が
公
開
さ
れ
た
。
 
 

（
9
）
 
こ
う
し
た
拡
大
に
は
、
市
町
村
の
合
併
に
よ
る
見
か
け
上
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
 
 

（
1
0
）
 
山
鹿
誠
次
「
衛
星
都
市
浦
和
の
形
成
と
そ
の
生
活
圏
」
（
地
理
学
評
論
、
二
四
、
一
九
五
一
年
）
五
二
丁
五
九
貢
 
 

（
1
1
）
 
谷
謙
二
「
戦
時
期
か
ら
復
興
期
に
か
け
て
の
東
京
の
通
勤
圏
の
拡
大
に
関
す
る
制
度
論
的
考
察
 
住
宅
市
場
の
変
化
・
拡
入
抑
制
お
よ
 
 
 

び
通
勤
手
当
の
普
及
の
観
点
か
ら
」
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
地
理
学
研
究
報
告
、
二
四
、
二
〇
〇
四
年
）
一
－
二
六
貢
 
 

（
1
2
）
 
同
右
 
 

谷
謙
二
「
時
系
列
地
形
図
閲
覧
ソ
フ
ト
r
今
昔
マ
ッ
プ
】
（
首
都
圏
編
）
 
の
開
発
」
（
埼
玉
大
学
教
育
学
部
地
理
学
研
究
報
告
、
二
五
、
 
 

二
〇
〇
五
年
）
 
t
二
二
－
四
三
貢
 
 
 

M
A
N
D
A
R
A
の
基
本
的
な
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
テ
キ
ス
ト
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。
後
藤
其
太
郎
・
谷
報
二
・
酒
井
聴
一
・
 
 

加
藤
一
郎
【
M
A
N
D
A
R
A
と
E
H
C
E
L
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
G
I
S
講
座
 
パ
ソ
コ
ン
で
地
図
を
つ
く
ろ
う
し
（
古
今
番
院
、
二
〇
〇
 
 

四
年
）
 
 
 

h
t
号
＼
＼
w
w
w
．
ヨ
a
コ
d
a
r
a
・
g
i
s
．
n
e
t
 
 
 

筑
波
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科
学
研
究
科
空
間
情
報
科
学
分
野
村
山
祐
司
氏
の
ペ
ー
ジ
。
h
t
t
p
‥
＼
＼
g
i
s
w
i
n
一
g
e
P
t
S
u
k
u
b
a
．
a
c
．
j
p
＼
 
 

t
e
a
c
h
e
r
＼
m
u
r
a
y
a
m
a
＼
i
n
d
e
x
旨
邑
 
藤
田
ほ
か
は
こ
の
デ
ー
タ
を
元
に
一
八
九
一
年
の
人
口
密
度
分
布
図
を
作
成
し
て
い
る
。
藤
由
 
 

和
史
・
村
山
祐
司
・
森
本
健
弘
・
山
下
亜
紀
郎
・
渡
過
敏
逸
「
素
京
圏
に
お
け
る
人
口
変
化
（
明
治
～
現
在
）
 
の
空
間
分
析
一
八
九
一
 
 

年
徴
発
物
件
一
覧
表
お
よ
び
D
E
M
デ
ー
タ
を
用
い
て
」
 
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
講
演
静
文
集
一
四
、
二
〇
〇
五
年
）
 
 
 

た
だ
し
行
政
界
は
一
九
四
八
年
の
も
の
で
、
統
計
デ
ー
タ
が
そ
の
時
点
の
行
政
界
に
合
わ
せ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

総
理
府
統
計
局
編
『
国
勢
調
査
資
料
か
ら
み
た
市
区
町
村
の
合
併
・
境
界
変
更
等
一
覧
』
（
日
本
統
計
協
会
、
一
九
七
四
年
）
、
地
名
情
 
 

報
資
料
室
編
「
市
町
村
名
変
遷
辞
典
 
三
訂
版
』
 
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）
 
 
 

デ
ー
タ
の
作
成
に
は
、
作
成
開
始
か
ら
五
年
近
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
形
図
か
ら
の
行
政
界
の
読
み
取
り
、
時
間
情
報
の
 
 

設
定
に
か
な
り
の
労
力
が
必
要
な
た
め
で
あ
る
。
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